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 今年度は，昨年度末より新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大により，さまざまな教育活動
が制限・変更され，現在も全国的な再拡大により予断を許さない状況が続いています。そのような
中で先生方は，「学校の新しい生活様式」の下，子どもたちの学びを保障し，安心・安全な学校生
活を送れるよう限られた時間・条件の中で工夫し，小中学校で取り組んでいます。今後も，予測困
難な状況は続きますが，このような時こそ小学校・中学校の先生方が協働して小中一貫教育を推進
することが大切であると考えます。 
 
 
 
                     臨時休業明けの６月，中学校において第１回の役員

会が開かれ、教育長も出席の中、今年度の各部会の事
業内容と大まかなスケジュールを確認しました。これ
を受け，各部では現在事業を推進しているところです。 

 
 

【経営部会】 部長：濱田 和光（中）  副部長：桜井 紀夫（小） 

○事業内容 ・役員会開催（随時） 
・学校経営方針の相互理解と９年間の見通しを確保，小中保護者への説明 
         →今年度は，参観日が中止となり保護者への説明はなし。 
 
・教職員レク企画 →新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
・「陸別教育の日」を月１回制定し，活動日を確保 

                 →９月より再開し実施 
・令和３年度以降の計画と見直しおよび各部の取りまとめ 

 

【教務部会】 部長：髙橋  純（小）  副部長：及川 貴大（中） 

○事業内容 ・ふるさと科の実施と教育課程の編成（町教委と連携） 
・９年間を見通した一貫した指導内容の研究，ＴＴ活用 
 ※今年度 算数，体育，外国語（英語） 
・「陸別学習プラン」の実施と改善点について 
・町文化祭作品出展および舞台演出等参加（芸能発表会：１１月１日） 

→今年度は中止が決定  
・「陸別の子」第５３号発行（３月） 
・９年間を見通したキャリアパスポートの編成と作成 

 

【指導部会】 部長：北川 智之（中）  副部長：鈴木 啓太（小） 

○事業内容 ・「陸別生活プラン」の周知・掲示 
・指導記録の共有化と引継ぎ 
・生徒指導交流（紙面での情報交換） 
・挨拶運動等の交流（児童会・生徒会交流等） 

                 →新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
・交通安全街頭指導（年２回） 
・校外巡視（２ヶ月に１回，小中でグループを作り合同で実施） 

                  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                              裏に続く 

  陸別小学校・陸別中学校は，併設型小中一貫校として２年前にスタートしました。 

９年間を見通した一貫した教育活動を展開するために，小学校・中学校の教職員が各部会に分か

れて，事業を推進しています。「町ぐるみで育む きらりと光る りくべつの子ども」を合言葉

に，これからも取り組んでいきます。 



【研修部会】 部長：宮崎 広樹（中）  副部長：田中 啓介（小） 

○事業内容 ・合同研修会の実施 
→新型コロナウイルス感染拡大防止のため，大人数での研修 
会は難しいが，研修の機会を確保として各校の校内研修に  
少人数でも参加できるよう案内をする。 

・町教育研究大会の実施（主管：小学校 １１月１３日） 
・教育研究収録の発行 
・道内研修の推進 
  

【特支部会】 部長：廣瀬 裕子（小）  副部長：山田 征洋（中） 

○事業内容 ・子ども発達支援連絡会への参加 
・特別支援教育合同研修会の実施 
         →新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
・進路指導の充実 
・個別の教育支援計画の共有，入学時の引継ぎ 

        ・児童生徒，保護者会による交流，情報交換会の実施 
                                  →新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一昨年より，小中学校の先生が一堂に会し，年に数回小中一貫教育合同研修会を実施しておりま
したが，研修部会の提案通り，今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため，全員が集まって
の研修は，町内教育研究大会（今年度は陸別小学校）のみとし，それ以外の研修の機会については，
小学校・中学校それぞれの校内研修に少人数でも参加できるよう案内を出し合う形で進めることと
しました。主に十勝教育局出前講座などの外部から講師を招いての研修や道研などによるＺｏｏｍ
による研修を中心に今年度もすでに５回実施しています。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  十勝教育局木挽指導主事を講師に，昨今主
流となっている指導案の書き方・書式等につ
いて，授業における評価場面の設定も含めて
説明していただきました。とかく指導案を作
成する際には，「本時の展開」に力が入りが
ちですが，特に「単元の目標」「単元の評価
規準」「指導計画」が互いに相対しているか
どうか常に確認をしながら作成することで
「本時の展開」まで軸の通った指導案になる
ことを学びました。 

  Ｚｏｏｍによる北海道立教育研究所と陸別
をつないだオンライン研修を実施しました。
内容は「クラウドサービス活用研修」と題し
て，遠隔授業を行う際のデータのやり取りや
Ｔｅａｍｓの紹介など，各学校で今後も想定
される遠隔授業で活用できる内容でした。 

  陸別中学校で行われた校内授業研に陸別小
学校から１０名，中学校は１２名の参加で行い
ました。中学校から英語科天野教諭と国語科及
川教諭の授業を２本公開し，事後研では，十勝
教育局の指導主事要請訪問を兼ねて，木挽指導
主事より助言と情報提供をいただきました。 

  昨年度，中学校の校内研修で実施した評価
・評定に関わる十勝教育局出前講座の続編と
して実施しました。小学校では今年度から，
中学校では来年度から新学習指導要領が始ま
り，それに伴って評価内容も変わります。改
訂のポイントや留意点などを解説していただ
きました。 

 


